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　　　　～ぶつけてから１か月後って～

■�問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

〈第 19 回〉中学生を対象とした減塩教育

■�問合せ／健康課健康企画担当☎ 24-8181

痛がするとか、片方の手足に力
が入らないなどの症状が出ます。
徐々に進行し、放っておくと意識
障害を起こし、命に関わることも
あります。
　この怪我は、頭部 CT 検査です
ぐに診断がつきます。治療は、手
術が基本です。症状が軽い場合は、
利尿作用のある漢方薬を処方して
様子を見ることもあります。
　手術は局所麻酔でできます。頭
蓋骨に穴を開けますが、約 15 分

　頭をぶつけてから１か月後に具
合が悪くなる事があります。そん
な北斗○拳のような技（？）が！
と思われるかもしれませんが、結
構あります。近年、増加している
ともいわれている、慢性硬膜下血
腫という怪我です。
　立ち上がった時に戸棚にぶつけ
た程度の軽い頭部打撲でも起こり
ます。１〜２か月後程に、妙な頭

〈今月のドクター〉

脳神経外科長

�川瀬 誠 医師

　第二中学校をモデル校として、
「中学生を対象とした減塩教育」を
県立米沢栄養大学と協力し実施し
ています。この事業は、昨年度の
第七中学校に引き続き実施してお
り、健全な体を育み、適切な食習
慣を身につけていく大切な時期で
ある中学生に、減塩を促すための
情報提供や自分で適切な食習慣を
選択する力をつけることを目的と
しています。
　尿検査による尿中塩分摂取量の
測定や、中高生用簡易型自記式食
事療法質問票（BDHQ15y）による

食事調査の結果をもとに減塩教育
を行いました。今後、健康講話、
汁物の塩分測定などの実施をする
予定です。
　昨年度実施した内容では男女と
もに「健康やまがた安心プラン」
の目標値である 8.0 ｇを超えてい
たことが分かりました。この減塩
教育に参加した後、「食塩の摂り
方で気をつけていることはあり

〈市民公開セミナーを開催します〉

■日時／ 11 月 30 日㈯ 10 時～
■場所／すこやかセンター　■費用／無料（申込不要）

で終了します。感染症、けいれ
ん発作などの合併症もあります
ので、入院の上、経過観察しま
す。入院は最短２泊３日でできま
すが、手術の傷が癒

い

えるまで１週
間ほど入院いただいても構いませ
ん。再発の可能性が 10％ほどあり
ますので、退院後も外来で頭部 CT
検査をします。
　脳梗塞や心筋梗塞の予防で、血
液サラサラの薬を飲んでいる人は、
特に気をつけなければいけません。

ますか」という問いに対し、６割
以上の生徒が「ある」と回答しま
した。また、「具体的にどのよう
なことに気を付けていますか」の
問いに対しては、「食事に含まれ
ている塩分を気にするようになっ
た」、「しょうゆやソースをかけす
ぎないようになった」など食生活
において変化が見られるようにな
りました。

◀�第二中学校での「中高生用簡易型自
記式食事療法質問（BDHQ15y）」によ
る食事調査実施の様子


